
　製品仕様　（改良のため予告なく変更する場合があります。）
■時 間 精 度
■使用温度範囲

■使用推奨電池

■電 池 寿 命

■ア ラ ー ム
■アラーム精度
■スヌーズ機能
■自動点灯機能

■ラ イ ト 機 能

平均月差±30秒以内（気温25℃で使用した場合）
0～ +40℃ ※結露なきこと
(外観 /機能に支障無く、連続使用可能な温度範囲 )
時計用　単3形マンガン乾電池（R6 1.5V）1個
ライト用　単3形アルカリ乾電池（LR6 1.5V) 2 個
時計用　約10ヵ月 (単 3形マンガン乾電池1個を使
用し、 １日にアラームを30秒使用した場合 )
ライト用　約12ヶ月（単3形アルカリ乾電池2個
を使用し、１日にライトを8時間使用し続けた場合
電子音
±5分（設定した時刻に対して）
スヌーズ間隔約4分
光センサーにより周囲が暗くなると自動的にライトが
点灯
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●印刷による制限のため本取扱説明書中の図が実際の表示と異なる場合があります。 
●本製品によって生じたいかなる支出･損益･その他の損失に対して何ら責任を負いません。 
●本取扱説明書を製造者の許可なく変更･複製することを禁じます。

お買い上げありがとうございます。
ご使用の前に本取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお取り扱い
下さいますようお願い申し上げます。
本取扱説明書はお手元に保管して下さい。

　T-781 取扱説明書
T781-z-2205

　故障かな？と思ったときには…
※製品が正常に作動していないときは修理を依頼する前に下記を参考にお
　確かめ下さい。

端子の表面をふいて電池を入れ直して下さい。電池端子の接触不良

時計が動かない
処  置考えられる原因

時計用の電池の⊕⊖の向きを確かめて、新しい
電池を入れて下さい。

電池容量が無い

電池が入っていない

電池が正しい向きで
入っていない

時計が止まる、または遅れる
処  置考えられる原因

電池容量が少ない 時計用の電池1個を新しい電池に交換して下さ
い。

アラームが鳴らない、または小さい / スヌーズが機能しない
処  置

時計用の電池1個を新しい電池に交換して下さ
い。

考えられる原因

電池容量が無い

電池容量が少ない

処  置

ライトが自動点灯しない
考えられる原因

光センサースイッチが
OFFになっている

周囲の暗さが不十分

電池容量が少ない ライト用の電池２個を同時に新しい電池に交換
して下さい。

光センサースイッチをONにして下さい。

照明などが当たっていると光センサーが作動し
ない場合があります。

ライトが点かない、または暗い
処  置考えられる原因

電池容量が無い

電池容量が少ない ライト用の電池２個を同時に新しい電池に交換
して下さい。



　電池の交換について
電池容量が少なくなると、[アラームが鳴らない ][ スヌーズが機
能しない ][ 時計が遅れる ]といった症状がおき、やがて止まりま
す。このような場合は速やかに時計用の電池1個（電池ボックス
上段）を新しい乾電池に交換して下さい。また、[ライトが点かな
い ]といった症状の場合は、ライト用の電池２個（電池ボックス
中段、下段）を新しい乾電池に２個同時に交換して下さい。
※買い置きの電池を使用した場合、乾電池に示されている「使用
　推奨期限」や保管状態により電池寿命が短くなることがありま
　す。
※時計が動いていても、製品仕様欄に記載の電池寿命を目安に、
　定期的に電池を交換して下さい。

　各部の名称
本体裏面

①アラームスイッチをＯＦＦにする。
②電池フタを開けて時計用単３形乾電池1個とライト用単３形乾
　電池2個を、⊕⊖の表示に合わせて入れ、電池フタを閉じる。
※電池フタを閉じるときは、ツメを電池フタツメ受け穴に差し込
　んでから閉じて下さい。
※アラームスイッチをＯＮのまま電池を入れると、誤動作・故障
　の原因となります。

　ご使用方法

■アラーム時刻を設定する　

針の回る方向

■時刻を合わせる

針の回る方向

　現在時刻の合わせ方

　アラーム時刻の合わせ方

■アラームを鳴らす
　アラーム時刻を設定した後、アラームスイッチをＯＮにすると、
　設定した時刻にアラームが鳴る。
※アラームは、鳴り始めから約20～ 40分後に自動的に止まる。
　その場合約12時間後に再びアラームが鳴る。
■アラームを止める
　アラームスイッチをＯＦＦにするとアラームが鳴り止まり、ア
　ラーム機能が停止する。

　アラーム（目覚まし）機能について

　止めてもまた鳴るスヌーズ機能

種類の違う電池、古い電池と
新しい電池などを混ぜて使用
しないで下さい。電池の破裂や
時計の故障の原因になります。

注意 ■アラームが鳴っている間に LIGHT＆SNOOZEボタンを押す
　とアラームが一旦鳴り止まり、約４分後に再び鳴り出す。約20
　～40分間はこの動作を繰り返すことができる。
■アラームが再び鳴らないようにするには、アラームスイッチを
　ＯＦＦの位置にする。
■LIGHT＆SNOOZEボタンを押すとライトが点灯する。

■本製品は、本体裏面に明るさを感知する光センサーが組み込ま
　れています。光センサースイッチをＯＮにすると、周囲が暗く
　なったときに自動的にライトが点灯します。
※日中や夜間の照明時などでも、周囲の明るさが不足していると
　ライトが点灯する場合があります。
※ライトを自動点灯させない場合は、光センサースイッチをOFF
　にします。
※LIGHT＆SNOOZEボタンを押すと、一時的に、より明るく
　ライトが点灯します。
※強い磁気やノイズを発生するものからはなるべく離して設置し
　て下さい。本製品の光センサーと混信し、時計のライトが消灯
　したり、ちらつきが発生する場合があります。
※光センサーが裏面にあるため、時計を壁から離して設置するな
　どしてセンサーを塞がないようにして下さい。

　ライト自動点灯機能

ＯＮの状態 OFFの状態

ON

OFF

ON

OFF

ON OFF ON OFF

※電池を入れるときは、
　⊖側から入れて下さい。
※電池をはずすときは、
　⊕側からはずして下さい。

■LIGHT&SNOOZEボタン
■アラームスイッチ

■時計用電池ホルダ

■時刻合わせツマミ

■電池フタツメ受け穴

■光センサー

■光センサースイッチ
■アラームツマミ

■ライト用電池ホルダ

ＯＮの状態 OFFの状態
時刻ツマミを必ず左回りに回す。

アラームツマミを必ず左回りに回す。

■ツメ

■電池フタ
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